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(57)【要約】
【課題】ＩＰ電話網において音声情報の配信サービスを
提供するとともに、音声情報の配信の際に一部の装置に
機能が集約されることのない音声情報配信システムを提
供する。
【解決手段】ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６とは独立
に、天気予報の音声情報を蓄積し配信制御するＩＰ網音
声配信装置（ＭＳ）１５を配備し、ＩＰ網呼処理装置１
６は、アナログ電話端末１１やＩＳＤＮ端末１２から予
め設定された特定番号（「１７７」）を受信した時にＩ
Ｐ網音声配信装置１５に接続し、ＩＰ網音声配信装置１
５は予め蓄積された天気予報の音声情報をアナログ電話
端末１１やＩＳＤＮ端末１２に配信する。ＩＰ網音声配
信装置１５は、さらに音声配信時における頭出し再生す
る機能と、音声出力レベルを調整する機能を有し、ＩＰ
網呼処理装置１６は、音声情報の配信から一定時間経過
後に切断する機能と、音声送出装置向けの電話番号に変
換する番号変換機能を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰ電話網に収容された端末装置に音声情報を配信する音声情報配信システムであって
、
　ＩＰ電話網に接続されて音声情報を蓄積し配信制御する音声配信装置と、
　ＩＰ電話網に接続されて前記音声配信装置と端末装置との間の呼設定を行う呼処理装置
とを備え、
　前記呼処理装置は、前記端末装置から予め設定された特定番号を受信した時に前記音声
配信装置と前記端末装置との間に呼設定を行い、前記音声配信装置は、前記呼設定後に、
予め蓄積された音声情報を前記端末装置に配信する、ことを特徴とする音声情報配信シス
テム。
【請求項２】
　前記音声配信装置は、音声出力レベルを調整する機能を有し、前記呼処理装置は、音声
情報の配信から一定時間経過後に呼切断処理を行う機能を有する、ことを特徴とする請求
項１に記載の音声情報配信システム。
【請求項３】
　前記端末装置は、アナログ電話端末装置またはＩＳＤＮ端末装置である、ことを特徴と
する請求項１または２に記載の音声情報配信システム。
【請求項４】
　前記音声情報は、天気予報情報または時報情報である、ことを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の音声情報配信システム。
【請求項５】
　端末装置を収容する端末収容装置と、音声情報を蓄積し配信制御する音声配信装置と、
前記音声配信装置と端末装置との間の呼設定を行う呼処理装置とが接続されたＩＰ電話網
における音声情報配信方法であって、
　前記端末収容装置が、前記端末装置から発呼が行われたことを検出するステップと、
　前記端末収容装置が、前記呼処理装置に前記発呼を通知した後に、呼処理前の試験を実
施するステップと、
　前記呼処理装置が、前記端末収容装置による前記試験の実施後に、前記音声配信装置と
前記端末装置間の呼設定を行うステップと、
　前記音声配信装置が、前記呼設定の後に、前記端末装置への音声情報の配信を開始する
ステップと、
　前記音声配信装置が前記端末装置への音声情報の配信を開始した後、前記端末装置から
切断があると、前記呼処理装置が前記音声配信装置に対して音声情報の配信停止を指示す
るステップと、
を含むことを特徴とする音声情報配信方法。
【請求項６】
　前記音声配信装置が前記端末装置への音声情報の配信を開始した後、一定時間経過した
ならば、前記呼処理装置が、前記音声配信装置に対して音声情報の配信停止を指示するス
テップを更に含む、ことを特徴とする請求項５に記載の音声情報配信方法。
【請求項７】
　前記呼処理前の試験は、アナログ・デジタル信号変換の正常性を確認するコーデック折
返試験および／または前記端末収容装置から前記端末装置にかける電圧の極性反転の正常
性を確認するレバース試験である、ことを特徴とする請求項５または６に記載の音声情報
配信方法。
【請求項８】
　前記端末装置は、アナログ電話端末装置またはＩＳＤＮ端末装置である、ことを特徴と
する請求項５乃至７のいずれか１項に記載の音声情報配信方法。
【請求項９】
　前記音声情報は、天気予報情報または時報情報である、ことを特徴とする請求項５乃至
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８のいずれか１項に記載の音声情報配信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天気予報や時報等の音声情報を配信する音声情報配信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、天気予報や時報等の音声情報は、ＰＳＴＮ（Public Switched Telephone Networ
ks）網にて配信されている（非特許文献１、２参照）。
　図１１にＰＳＴＮ網における天気予報の音声情報を配信するシステムの全体の概要を示
す。加入者交換装置（ＧＣ）５３の音声録音回路（ＴＫＹ）５７には、アナログ専用線イ
ンタフェースＩＦ２を介して気象協会の天気予報音声送出装置５８が接続されており、加
入者収容装置（ＳＧＣ）５２に収容されているアナログ電話端末５１から発信者が、「１
７７」をダイヤルすると、加入者交換装置（ＧＣ）５３の音声録音回路（ＴＫＹ）５７に
録音されている天気予報の音声情報が、網内インタフェースＩＦ５、加入者収容装置（Ｓ
ＧＣ）５２、アナログ回線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末５１に配信さ
れる。
【０００３】
　図１２は、ＰＳＴＮ網における天気予報の音声情報を配信する他のシステムの全体の概
要を示す図である。加入者交換装置（ＧＣ）６３の音声録音回路（ＴＫＹ）６７には、Ｉ
ＳＤＮ（Integrated Services Digital Network）回線ＩＦ４を介して気象協会の天気予
報音声送出装置６８が接続され、天気予報音声送出装置６８には、該当エリアガイダンス
６９が接続されている。加入者収容装置（ＳＧＣ）６２に収容されているアナログ電話端
末６１から、発信者が、「１７７」をダイヤルすると、加入者交換装置（ＧＣ）６３の音
声録音回路（ＴＫＹ）６７に録音されている該当地域の天気予報の音声情報が、網内イン
タフェースＩＦ５、加入者収容装置（ＳＧＣ）６２、アナログ回線インタフェースＩＦ１
を介してアナログ電話端末６１に配信される。
【０００４】
　また、図１３は、ＰＳＴＮ網における時報の音声情報を配信するシステムの全体の概要
を示す図である。加入者交換装置（ＧＣ）７３の音声録音回路（ＴＫＹ）７７には、アナ
ログ専用線インタフェースＩＦ２を介して時報音声送出装置７８が接続されており、加入
者収容装置（ＳＧＣ）７２に収容されているアナログ電話端末７１から発信者が、「１１
７」をダイヤルすると、加入者交換装置（ＧＣ）７３の音声録音回路（ＴＫＹ）７７にて
録音されている時報の音声情報が、網内インタフェースＩＦ５、加入者収容装置（ＳＧＣ
）７２、アナログ回線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末７１に配信される
。
【０００５】
　上述のシステムにおいて、加入者収容装置（ＳＧＣ）は、ダイヤル受信する機能、呼接
続時の試験機能、呼切断する機能を有する。加入者交換装置（ＧＣ）は、配信された音声
情報を受信・蓄積する機能、ダイヤル受信する機能、呼接続する機能、蓄積された音声情
報を配信する機能、呼切断する機能、音声出力レベルを調整する機能、音声情報の配信か
ら一定時間経過後に切断する機能、音声情報の配信時に頭出し再生する機能、音声送出装
置向けの電話番号に変換する番号変換機能を有する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ＮＴＴ東日本、“テレホンサービスの第１号「天気予報サービス　１７
７」”、インターネット＜ＵＲＬ：http://www.ntt-east.co.jp/release/0412/041224b.h
tml＞
【非特許文献２】ＮＴＴ東日本、“電話の３桁番号サービス”、インターネット＜ＵＲＬ
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：http://web116.jp/phone/telephone/#117_title＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、ＰＳＴＮ網では天気予報や時報等の音声情報の配信が行われている。
これに対し、ＩＰ電話網では天気予報や時報等の音声情報は、提供されておらず、ＩＰ電
話網においても、ＰＳＴＮ網にて提供されている天気予報や時報等の音声情報配信サービ
スと同等なサービスを提供することが求められている。
【０００８】
　また、ＰＳＴＮ網の音声情報を配信するシステムは、加入者収容装置（ＳＧＣ）と加入
者交換装置（ＧＣ）で構成されるが、加入者交換装置（ＧＣ）という１部の装置に、配信
音声を受信・蓄積する機能、ダイヤル受信する機能、呼接続する機能、蓄積音声を配信す
る機能、呼切断する機能、音声出力レベルを調整する機能、一定時間経過後切断する機能
、頭出し再生する機能等の多くの機能が集約されることになり、処理能力やコスト面で課
題があった。
【０００９】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は、ＩＰ電話
網において、ＰＳＴＮ網にて提供されている音声情報配信サービスと同等なサービスを提
供するとともに、音声情報の配信の際に一部の装置に機能が集約されることのない音声情
報配信システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明は、ＩＰ電話網に収容された端末装置に音声情報を配
信する音声情報配信システムであって、ＩＰ電話網に接続されて音声情報を蓄積し配信制
御する音声配信装置と、ＩＰ電話網に接続されて前記音声配信装置と端末装置との間の呼
設定を行う呼処理装置とを備え、前記呼処理装置が、前記端末装置から予め設定された特
定番号を受信した時に前記音声配信装置と前記端末装置との間に呼設定を行い、前記音声
配信装置が、前記呼設定後に、予め蓄積された音声情報を前記端末装置に配信することを
特徴とする。
【００１１】
　前記音声配信装置は、音声出力レベルを調整する機能を有し、前記呼処理装置は、音声
情報の配信から一定時間経過後に呼切断処理を行う機能を有することが好ましい。前記端
末装置は、アナログ電話端末装置またはＩＳＤＮ端末装置であることが好ましい。前記音
声情報は、天気予報情報または時報情報であることが好ましい。
【００１２】
　また、本発明の音声情報配信方法は、端末装置を収容する端末収容装置と、音声情報を
蓄積し配信制御する音声配信装置と、前記音声配信装置と端末装置との間の呼設定を行う
呼処理装置とが接続されたＩＰ電話網における音声情報配信方法であって、前記端末収容
装置が、前記端末装置から発呼が行われたことを検出するステップと、前記端末収容装置
が、前記呼処理装置に前記発呼を通知した後に、呼処理前の試験を実施するステップと、
前記呼処理装置が、前記端末収容装置による前記試験の実施後に、前記音声配信装置と前
記端末装置間の呼設定を行うステップと、前記音声配信装置が、前記呼設定の後に、前記
端末装置への音声情報の配信を開始するステップと、前記音声配信装置が前記端末装置へ
の音声情報の配信を開始した後、前記端末装置から切断があると、前記呼処理装置が前記
音声配信装置に対して音声情報の配信停止を指示するステップとを含むことを特徴とする
。
【００１３】
　本発明の音声情報配信方法は、前記音声配信装置が前記端末装置への音声情報の配信を
開始した後、一定時間経過したならば、前記呼処理装置が、前記音声配信装置に対して音
声情報の配信停止を指示するステップを更に含むことを特徴とする。
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【００１４】
　前記呼処理前の試験は、アナログ・デジタル信号変換の正常性を確認するコーデック折
返試験および／または前記端末収容装置から前記端末装置にかける電圧の極性反転の正常
性を確認するレバース試験であることが好ましい。前記端末装置は、アナログ電話端末装
置またはＩＳＤＮ端末装置であることが好ましい。前記音声情報は、天気予報情報または
時報情報であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、ＩＰ電話網において、ＰＳＴＮ網にて提供されている音声情報配信サービス
と同等なサービスを提供することができる。
　また、本発明は、音声情報の配信の際に、一部の装置に機能が集約されることがないの
で、処理能力を改善し、コストを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る天気予報の音声情報を配信する音声情報配信シス
テムの概要を示す図である。
【図２】ＭＥＧＡＣＯ／Ｈ．２４８を用いたときの天気予報の音声情報配信の動作を説明
するシーケンス図である。
【図３】ＭＥＧＡＣＯ／Ｈ．２４８を用いたときの天気予報の音声情報配信におけるタイ
ムアウト動作を説明するシーケンス図である。
【図４】ＳＩＰを用いたときの天気予報の音声情報配信における動作のシーケンス図であ
る。
【図５】ＳＩＰを用いたときの天気予報の音声情報配信におけるタイムアウト動作のシー
ケンス図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る天気予報の音声情報を配信する他の音声情報配信
システムの概要を示す図である。
【図７】本発明の第３の実施形態に係る時報の音声情報を配信する音声情報配信システム
の概要を示す図である。
【図８】時報の音声情報配信の動作を説明するシーケンス図である。
【図９】時報の音声情報配信におけるタイムアウト動作を説明するシーケンス図である。
【図１０】本発明の第４の実施形態に係る時報の音声情報を配信する音声情報配信システ
ムの概要を示す図である。
【図１１】ＰＳＴＮ網における天気予報の音声情報を配信するシステムの全体の概要を示
す図である。
【図１２】ＰＳＴＮ網における天気予報の音声情報を配信する他のシステムの全体の概要
を示す図である。
【図１３】ＰＳＴＮ網における時報の音声情報を配信するシステムの全体の概要を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。本発明は、アナログ電話端末や
ＩＳＤＮ端末からの発信を受けて、ＳＩＰ等の呼制御プロトコルを用いて音声通信を確立
し、音声データをＩＰパケットとして送受信することにより音声通信を可能とするＩＰ（
Internet Protocol）電話網において、天気予報や時報等の音声情報配信サービスをアナ
ログ電話端末やＩＳＤＮ端末に提供することを可能とする音声情報配信システムである。
【００１８】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る天気予報の音声情報を配信する音声情報配信シ
ステムの概要を示す図である。ＩＰ電話網１３には、ＩＰ接続インタフェースＩＦ３を介
してアナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１
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５、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６が接続されている。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収
容装置（ＭＧ）１４には、アナログ回線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末
１１が接続され、ＩＳＤＮ回線インタフェースＩＦ１’を介してＩＳＤＮ端末１２が接続
されている。ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５の音声蓄積回路（ＴＫＹ）１７には、例え
ばアナログ専用線インタフェースＩＦ２を介して気象協会の天気予報音声送出装置１８が
接続されている。
【００１９】
　ＩＰ電話網内の各装置間の信号の送受信にはＳＩＰ（Session Initiation Protocol）
やＭＥＧＡＣＯ（Media Gateway Control）／Ｈ．２４８プロトコル等を用いることが考
えられる。さらに呼接続は、ＡＳ（Application Server）のようなＩＰ網呼処理装置（Ｍ
ＧＣ）とは異なる装置が制御することも考えられる。
【００２０】
　ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５は、アナログ専用線等の回線を収容する機能、天気予
報の音声情報を録音する機能、天気予報の音声情報の配信時に頭出し再生する機能、音声
情報の音声出力レベルを調整する機能を有する。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、天
気予報の音声情報の配信から一定時間経過後に切断する機能、音声送出装置向けの電話番
号に変換する番号変換機能を有する。
　このように、本実施形態では、呼処理機能と音声配信機能とを一部の装置に集約させる
ことなく、これらの機能をＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５とＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ
）１６に振り分けている。
【００２１】
　図２は、天気予報の音声情報配信の動作を説明するシーケンス図である。ＩＰ電話網内
の各装置間の信号の送受信にＭＥＧＡＣＯ／Ｈ．２４８プロトコルを用いた場合である。
【００２２】
　アナログ電話端末１１をオフフックし、「１７７」をダイヤルしてアナログ電話端末１
１から発呼が行われると（Ｓ１０１）、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１
４が発呼を検出し、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６へ通知する（Ｓ１０２）。ＩＰ網呼
処理装置（ＭＧＣ）１６は、検出した信号より電話番号「１７７」を確認し（Ｓ１０３）
、該当の電話番号の場合、呼接続の前試験（例えばコーデック折返試験）の実施をアナロ
グ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４に指示する（Ｓ１０４）。ここで、コーデッ
ク折返試験とは、アナログ・デジタル信号変換の正常性を確認する試験である。アナログ
電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４は、試験が完了するとＩＰ網呼処理装置（ＭＧ
Ｃ）１６に試験結果を通知する（Ｓ１０５）。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、試験
結果を受信するとＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５に対し発呼を通知する（Ｓ１０６）。
【００２３】
　ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５は、通知に対しＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６に返
信し（Ｓ１０７）、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、呼接続の前試験（例えばレバー
ス試験）の実施をアナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４に指示する（Ｓ１０
８）。ここで、レバース試験とは、電話局（端末収容装置）から電話端末にかける電圧の
極性反転の正常性を確認する試験である。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）
１４は、試験が完了するとＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６に試験結果を通知する（Ｓ１
０９）。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、試験結果を受信するとＩＰ網音声配信装置
（ＭＳ）１５に対し音声蓄積回路（ＴＫＹ）１７に蓄積された天気予報の音声情報の配信
を指示する（Ｓ１１０）。ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５は、配信の指示があるとアナ
ログ電話端末１１に天気予報の音声情報を配信する（Ｓ１１１）。
【００２４】
　アナログ電話端末１１から切断（オンフック）があると（Ｓ１１２）、切断をアナログ
電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４が検出し、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６へ
通知する（Ｓ１１３）。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、アナログ電話／ＩＳＤＮ端
末収容装置（ＭＧ）１４に呼切断処理を指示し、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５に対し
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天気予報の音声情報の配信停止と呼切断処理を指示する（Ｓ１１４）。
【００２５】
　図３は、天気予報の音声情報配信におけるタイムアウト動作を説明するシーケンス図で
ある。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、アナログ電話端末１１の呼切断を監視するタ
イマを有し、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５に音声情報の配信を指示した時点から一定
時間経過後も呼切断がない場合は、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５に対し天気予報の音
声情報の配信停止と呼切断処理を指示する。また、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）１６は、
アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４にビジートーン（ＢＴ）の送出指示を
出す。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）１４は、ビジートーン（ＢＴ）の送
出指示を受信すると、アナログ電話端末１１にビジートーン（ＢＴ）を送出して、アナロ
グ電話端末１１に呼切断を促す。
【００２６】
　図４に、ＩＰ電話網内の各装置間で交わされる信号にＳＩＰを用いたときの天気予報の
音声情報配信における動作のシーケンス図を示す。図５に、ＩＰ電話網内の各装置間で交
わされる信号にＳＩＰを用いたときの天気予報の音声情報配信におけるタイムアウト動作
のシーケンス図を示す。
【００２７】
　なお、上述した実施形態では、呼接続の前試験として、コーデック折返試験、レバース
試験を実施しているが、呼接続の前試験は、コーデック折返試験、レバース試験に限るも
のではない。また、コーデック折返試験、レバース試験のいずれか一方の試験でもよい。
【００２８】
（第２の実施形態）
　図６は、本発明の第２の実施形態に係る天気予報の音声情報を配信する他の音声情報配
信システムの概要を示す図である。ＩＰ電話網２３には、ＩＰ接続インタフェースＩＦ３
を介してアナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）２４、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ
）２６が接続されている。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）２４には、アナ
ログ回線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末２１が接続され、ＩＳＤＮ回線
インタフェースＩＦ１’を介してＩＳＤＮ端末２２が接続されている。また、アナログ電
話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）２４には、例えばＩＳＤＮ回線インタフェースＩＦ４
を介して気象協会の天気予報音声送出装置２８が接続され、天気予報音声送出装置２８に
は、該当エリアガイダンス２９が接続されている。
【００２９】
　ＩＰ電話網内の各装置間の信号の送受信にはＳＩＰ（Session Initiation Protocol）
やＭＥＧＡＣＯ（Media Gateway Control）／Ｈ．２４８プロトコル等を用いることが考
えられる。さらに呼接続は、ＡＳ（Application Server）のようなＩＰ網呼処理装置（Ｍ
ＧＣ）とは異なる装置が制御することも考えられる。
【００３０】
　ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）２６は、天気予報の音声情報の配信から一定時間経過後に
切断する機能、音声送出装置向けの電話番号に変換する番号変換機能を有する。天気予報
音声送出装置２８は、天気予報の音声情報を録音する機能を有する。
【００３１】
　アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）２４に収容されているアナログ電話端末
２１から発信者が、「１７７」をダイヤルすると、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置
（ＭＧ）２４によるコーデック折返試験および／またはレバース試験の後、該当エリアガ
イダンス２９に録音されている該当地域の天気予報の音声情報が、天気予報音声送出装置
２８、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）２４を介してアナログ電話端末２１
に配信される。
【００３２】
　なお、第１および第２の実施形態では、アナログ電話端末から「１７７」をダイヤルし
た場合における天気予報の音声情報の配信動作について説明したが、ＩＳＤＮ端末から「
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１７７」をダイヤルした場合も同様の動作でＩＳＤＮ端末に天気予報の音声情報が配信さ
れる。
【００３３】
（第３の実施形態）
　図７は、本発明の第３の実施形態に係る時報の音声情報を配信する音声情報配信システ
ムの概要を示す図である。ＩＰ電話網３３には、ＩＰ接続インタフェースＩＦ３を介して
アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５、
ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６が接続されている。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装
置（ＭＧ）３４には、アナログ回線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末３１
が接続され、ＩＳＤＮ回線インタフェースＩＦ１’を介してＩＳＤＮ端末３２が接続され
ている。ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５の音声蓄積回路（ＴＫＹ）３７には、例えばア
ナログ専用線インタフェースＩＦ２を介して時報音声送出装置３８が接続されている。時
報音声送出装置３８は、例えばマスタ時刻装置、時報サービス専用装置、音声メモリを備
えており、マスタ時刻装置は、ＰＳＴＮ網を介して標準時刻供給システム３９に接続され
ている。
【００３４】
　ＩＰ電話網内の各装置間の信号の送受信にはＳＩＰ（Session Initiation Protocol）
やＭＥＧＡＣＯ（Media Gateway Control）／Ｈ．２４８プロトコル等を用いることが考
えられる。さらに呼接続は、ＡＳ（Application Server）のようなＩＰ網呼処理装置（Ｍ
ＧＣ）とは異なる装置が制御することも考えられる。
【００３５】
　ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５は、アナログ専用線等の回線を収容する機能、時報の
音声情報を分配する機能、音声情報の音声出力レベルを調整する機能を有する。ＩＰ網呼
処理装置（ＭＧＣ）３６は、時報の音声情報の配信から一定時間経過後に切断する機能を
有する。
　このように、本実施形態では、呼処理機能と音声配信機能とを一部の装置に集約させる
ことなく、これらの機能をＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）１５とＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ
）１６に振り分けている。
【００３６】
　時報音声送出装置３８のマスタ時刻装置は、標準時刻供給システム３９の時刻と同期を
取りながら、標準時刻供給システム３９から時刻データの供給を受けており、時報サービ
ス専用装置は、マスタ時刻装置の時刻に基づいて時報音声を合成し、その合成音を音声メ
モリに蓄積する。また、時報サービス専用装置は、音声メモリに蓄積されたその合成音を
ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５の音声蓄積回路（ＴＫＹ）３７に時報の音声情報として
提供する。
【００３７】
　図８は、時報の音声情報配信の動作を説明するシーケンス図である。ＩＰ電話網内の各
装置間の信号の送受信にＭＥＧＡＣＯ／Ｈ．２４８プロトコルを用いた場合である。
【００３８】
　アナログ電話端末３１をオフフックし、「１１７」をダイヤルしてアナログ電話端末３
１から発呼が行われると（Ｓ２０１）、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３
４が発呼を検出し、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６へ通知する（Ｓ２０２）。ＩＰ網呼
処理装置（ＭＧＣ）３６は、検出した信号より電話番号「１１７」を確認し（Ｓ２０３）
、該当の電話番号の場合、呼接続の前試験（例えばコーデック折返試験）をアナログ電話
／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４に指示する（Ｓ２０４）。アナログ電話／ＩＳＤＮ
端末収容装置（ＭＧ）３４は、試験が完了するとＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６に試験
結果を通知する（Ｓ２０５）。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６は、試験結果を受信する
とＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５に対し音声蓄積回路（ＴＫＹ）３７に蓄積されている
時報の音声情報の配信を指示する（Ｓ２０６）。
【００３９】
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　ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５は、配信の指示に対しＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３
６に返信し（Ｓ２０７）、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６は、呼接続の前試験（例えば
レバース試験）をアナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４に指示する（Ｓ２０
８）。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４は、試験が完了するとＩＰ網呼
処理装置（ＭＧＣ）３６に試験結果を通知する（Ｓ２０９）。その後、ＩＰ網音声配信装
置（ＭＳ）３５は、アナログ電話端末３１に時報の音声情報を配信する（Ｓ２１０）。
【００４０】
　アナログ電話端末３１から切断（オンフック）があると（Ｓ２１１）、切断をアナログ
電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４が検出し、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６へ
通知する（Ｓ２１２）。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６は、アナログ電話／ＩＳＤＮ端
末収容装置（ＭＧ）３４に呼切断処理を指示し、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５に対し
時報の音声情報の配信停止と呼切断処理を指示する（Ｓ２１３）。
【００４１】
　図９は、時報の音声情報配信におけるタイムアウト動作を説明するシーケンス図である
。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６は、アナログ電話端末３１の呼切断を監視するタイマ
を有し、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５に時報の音声情報の配信を指示した時点から一
定時間経過後も呼切断がない場合は、ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）３５に時報の音声情報
の配信停止と呼切断処理を指示する。また、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）３６は、アナロ
グ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４にビジートーン（ＢＴ）の送出指示を出す。
アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）３４は、ビジートーン（ＢＴ）の送出指示
を受信すると、アナログ電話端末３１にビジートーン（ＢＴ）を送出して、アナログ電話
端末３１に呼切断を促す。
【００４２】
　なお、上述した実施形態では、呼接続の前試験として、コーデック折返試験、レバース
試験を実施しているが、呼接続の前試験は、コーデック折返試験、レバース試験に限るも
のではない。また、コーデック折返試験、レバース試験のいずれか一方の試験でもよい。
【００４３】
（第４の実施形態）
　図１０は、本発明の第４の実施形態に係る時報の音声情報を配信する音声情報配信シス
テムの概要を示す図である。ＩＰ電話網４３には、ＩＰ接続インタフェースＩＦ３を介し
てアナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）４４、ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）４６
が接続されている。アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）４４には、アナログ回
線インタフェースＩＦ１を介してアナログ電話端末４１が接続され、ＩＳＤＮ回線インタ
フェースＩＦ１’を介してＩＳＤＮ端末４２が接続されている。また、アナログ電話／Ｉ
ＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）４４には、例えばアナログ専用線インタフェースＩＦ２を介
して時報音声送出装置４８が接続され、時報音声送出装置４８には、標準時刻供給システ
ム４９が接続されている。
【００４４】
　ＩＰ電話網内の各装置間の信号の送受信にはＳＩＰ（Session Initiation Protocol）
やＭＥＧＡＣＯ（Media Gateway Control）／Ｈ．２４８プロトコル等を用いることが考
えられる。さらに呼接続は、ＡＳ（Application Server）のようなＩＰ網呼処理装置（Ｍ
ＧＣ）とは異なる装置が制御することも考えられる。
【００４５】
　アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）４４は、アナログ専用線等の回線を収容
する機能、時報の音声情報を分配する機能、音声情報の音声出力レベルを調整する機能を
有する。ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）４６は、時報の音声情報の配信から一定時間経過後
に切断する機能を有する。
【００４６】
　アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）４４に収容された発信者のアナログ電話
端末４１が、「１１７」をダイヤルすると、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ
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）４４によるコーデック折返試験および／またはレバース試験の後、時報音声送出装置４
８の音声メモリに録音されている時報の音声情報が、アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装
置（ＭＧ）４４を介してアナログ電話端末４１に配信される。
【００４７】
　なお、第３および第４の実施形態では、アナログ電話端末から「１１７」をダイヤルし
た場合における時報の音声情報の配信動作について説明したが、ＩＳＤＮ端末から「１１
７」をダイヤルした場合も同様の動作でＩＳＤＮ端末に時報の音声情報が配信される。
【符号の説明】
【００４８】
　１１，２１，３１，４１，５１，６１，７１　アナログ電話端末
　１２，２２，３２，４２　ＩＳＤＮ端末
　１３，２３，３３，４３　ＩＰ電話網
　１４，２４，３４，４４　アナログ電話／ＩＳＤＮ端末収容装置（ＭＧ）
　１５，３５　ＩＰ網音声配信装置（ＭＳ）
　１６，２６，３６，４６　ＩＰ網呼処理装置（ＭＧＣ）
　１７，３７　音声蓄積回路（ＴＫＹ）
　１８，２８，５８，６８　天気予報音声送出装置
　２９，６９　該当エリアガイダンス
　３８，４８，７８　時報音声送出装置
　３９，４９，７９　標準時刻供給システム
　５２，６２，７２　加入者収容装置
　５３，６３，７３　加入者交換装置
　５７，６７，７７　音声録音回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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